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2010年 SUPERGTシリーズ第6戦用ADVANタイヤラインアップ�
GT500 GT300

ドライ用スリック� 構造�
コンパウンド�
サイズ�

1種類
3種類（S、MH、H）
Fr 330/710R18、Rr 330/710R17

1種類
2種類（MS、M）
330/710R18、280/710R18、280/680R18、280/650R18

ウエット用レイン�構造�
コンパウンド�
サイズ�

1種類
2種類（S、M）
Fr 330/710R18、Rr 330/710R17

1種類
2種類（S、M）
330/710R18、280/710R18、280/680R18、280/650R18

2010年 SUPERGTシリーズ第6戦� 2010.8.22

ADVANレーシングタイヤインフォメーション�

第39回インターナショナル ポッカGTサマースペシャル�

　横浜ゴム（株）は、フラッグシップ・ブランド「ADVAN」の性能訴求及び
企業イメージの向上として、2010年も国内のみならず、海外へも積極的に
モータースポーツを支援していく。その活動のひとつであるのが、SUPER 
GTシリーズ。日本で最も高い人気とハイコンペティションを誇るレースに、
ADVANはGT500クラスにおいて、近藤真彦監督率いるKONDO RACING
とのパートナーシップを2010年も継続している。HIS ADVAN KONDO 
GT-Rを駆るのは、ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラと安田裕信の新タッグ。
もちろん狙うは開幕戦に次ぐ勝利、そして初のチャンピオンである。�

　SUPER GTシリーズ第7戦、夏の鈴鹿ラウンドは一昨年まで1000kmレース
として開催されてきたが、現在は700kmレースに改められている。それでも
暑く厳しい戦いであることには変わりはない。�

　前回のスポーツランドSUGOでのレースでは、デ・オリベイラのアタック中に
スピンした車両があり、アクセルを戻さざるを得なかったため、予選11番手に
留まり、スーパーラップにも進出できなかった。しかし、決勝ではスタートを担当

したデ・オリベイラが最長となる51周を走行して、ライフと性能の両立を証明。
後半を担当した安田も、コンスタントな走りで5位にまで順位を上げていた。�
　SUGOのレースも灼熱状態。これに耐え抜いたタイヤをベースに、同じ鈴鹿
での昨年のレースや今年の開幕戦で得られたデータをミックス。特に狙いと

されたのは、周回の安定性だ。もはや絶対に落とせない一戦において、コンス

タントにタイムをまとめあげるための、強力な武器となることが期待される。�

　また、今回のレースには3回以上のピットス
トップが昨年に引き続き、またそのつどドライ

バー交代も行うことが新たに義務づけられた。

1スティントごとのドライバー交代やタイヤ交換、

給油を行うGT500クラスでは影響が及ぶことはそうないだろう。だが、3回の
うち1回をショートスティントにしてドライバー交代なし、タイヤ無交換や少量
給油、中にはエンジン停止だけのストップ＆ゴーさえ行って、ロスを最小限と

していたチームもあった、GT300クラスには大いに影響を及ぼしそうだ。�
　燃費の厳しいFIA-GT車両、ロータ
リーエンジンを積むRX-7には大歓迎
のはず。毎回どの車両もドライバー

交代の分だけ、ロスを抱えるようにな

ったからだ。もっとも、タイヤ交換と給

油は同時に行えないから、そのドライ

バー交代の時間だけの作業だけに

すれば、最小限のロスになる。1回はタイヤ交換のみで給油は行わない……、
それは燃費に優れた車両にのみ許される特権となるかもしれない。�

　いずれにせよ、さまざまな作戦がチームごとに駆使されるのは間違いなく、

その違いによってレースがいかようにも動かされるはずだ。作戦がピタリと

はまった上で、鈴鹿はそれほどウエイトハンデに左右されないレイアウトでも

あるから、他のレース以上にランキング上位陣にも表彰台獲得の可能性がある。�

　昨年、優勝を飾ったエスロードMOLA 
Zは66kg、そして最終ラップまでトップを
走ったアップル・K-one・紫電にいたっては
88kgも積んでいた。ということは、前回
の優勝で70kgを積むことになった紫電が

連勝しても、何ら不思議ではないともいえる。アップスタートMOLA Zの2年
連続優勝、そして昨年のウィナー星野一樹と柳田真孝が移ってきたTOMICA Z
にも、可能性は十分ある。�

　その一方で、先に「左右されない」と触れておいて矛盾もあるが、やはりウエ

イトハンデに苦しんでいないチームの方が有利ではある。連覇を狙う意味では、

もう絶対に落とせないレースになったウェッズスポーツ

IS350、前回の3位で勢い十分のエヴァンゲリオンRT
初号機aprカローラは、未だ40kg台。そして、途中
参戦とあって、まだ24kgのZENT Porsche RSRは、
確実に勝ちにくる。前回のSUGOで実証された、高温
域にも対応できる耐久性が、ADVANユーザーをバック
アップするはずだ。�
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GT３００/ADVANユーザー上位３チーム（２００６年～）�
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GT５００/ADVANユーザー上位２チーム（２００６年～）� 予選� 決勝�
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ADVANユーザーによる優勝（～２００５年まで）�
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　今でこそ１０００kmから７００kmに短縮されてしまったが、鈴鹿の耐久
レースは、日本随一の伝統を誇るレースである。第１回鈴鹿１０００kmが
行われたのは、鈴鹿サーキットが創立した１９６２年、その４年後となる
６６年だ。オイルショックによって７４年から７年間、中断していた時期も
あるが、今回で実に３９回目となる。その時代ごと主流であるカテゴリー
を主役として、さまざまな変化を遂げてきたが、共通するのは長く、
厳しい戦いということ。そして、そこには数多くのドラマが誕生する。�

　ADVANは鈴鹿１０００km

に、再開された８０年から

出場している。ブランドの

誕生３年目となるシーズン

でもあり、当初はTSサニー

を送り込むのみだったが、

それでもGCカーやグルー

プ５ポルシェを相手に健闘、

２年連続クラス優勝を飾っ

ているばかりか、８０年は

総合３位、８１年は総合４位

をも獲得している。�

　その後、主役はグループ

Cに移り、８４年にはポルシェ

９５６によって、ついに総合優勝も達成される。ポルシェとADVAN、

そして鈴鹿１０００kmとの相性は良く、その後も８５年、８９年と優勝を

重ねた。�

　９０年代半ばからは、いよいよGTが主役に。そこに９９年よりJGTC

車両が加わるようになり、徐々に勢力を拡大。そして、２００６年からは

SUPERGTの一戦として争われることとなり、現在に至っている。

アマチュアにも門戸が開かれていた時期は、数々のクラスで

ADVANユーザーたちは優勝を飾り、その高性能を享受。あの頃の

ムードも忘れられない。�

　その一方で、総合優勝から久しく遠ざかっているのが残念でなら

ない。夢よ再び！その期待は今年、HIS ADVAN KONDO GT-Rに

託される。�

※写真はイメージです�


